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教職大学院における長期学校実習に対する支援体制の試み 
 

− manaba folio の活用 − 

 

武 沢    護 

takezawa@waseda.jp 

 

 
早稲田大学大学院教職研究科 



早稲田大学 

創立：1882年 東京専門学校（政治経済学科、法律学科、理学科、英学科） 
 

教旨：学問の独立、学問の活用、模範国民の造就 

 

学術院：政治経済、法学、文学、教育・総合科学、商学、理工学、社会科学、 

      人間科学、スポーツ科学、国際 

 

附属校：高等学院、本庄高等学院 

 

系属校：早稲田中学・高校、早稲田実業、早稲田摂陵、 

            早稲田佐賀、早稲田渋谷シンガポール 

 

留学生数：約4000人 
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大学院教職研究科（教育・総合科学学術院）  

定員：2年制コース45名  １年制コース15名 

 

学校実習：臨床実習１（25日間） 臨床実習Ⅱ（10日間） 
       臨床実習Ⅲ（15日間） 
 

連携協力校 

 東京都 （小学校12、中学37、高校16、特別支援3、中等教育2） 
 神奈川県（中学2、高校18校） 
 千葉県（中学1） 
 埼玉県（小学校1、中学1、高校7） 
 私学（10校） 
 

教員体制：16名（研究者：8名、実務家：8名） 
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自己紹介 

履歴 

早稲田大学大学院理工学研究科数学専攻修了 

神奈川県公立高等学校教諭 

神奈川県立教育センター指導主事 

早稲田大学高等学院教諭 

早稲田大学大学院教職研究科客員准教授（実務家教員） 
 

専門分野：数学教育・情報教育 
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わが国の教職大学院の現状 

国立：北海道教育、宮城教育、山形、群馬、東京学芸、 

          上越教育、福井、山梨、岐阜、静岡、愛知教育、京都教育、 

          兵庫教育、奈良教育、岡山、鳴門教育、福岡教育、長崎、宮崎    

 

私立：聖徳、創価、玉川、帝京、早稲田、常葉学園 

                                                                                （25大学 定員815名） 

 
修了要件：  

 2年以上在学し、45単位以上修得することが修了要件とされており、 

 10単位以上は学校における実習が義務化されている。なお、 

 実習は一定の教職経験を有することにより10単位の範囲内で免除可能。 

 

学位：教職修士（専門職） 
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中教審の答申より 



わが国の教員養成の方向性 

教員養成の改革の方向性 

 ・修士レベル化と高度専門職業人としての位置づけ 

 

教員免許制度の改革の方向性 

 ・基礎免許状（仮称）、一般免許状（仮称）、専門免許状（仮称）の創設 

  

 

当面の改善策に向けて 

 ・現行の教職大学院の制度をモデル化（各都道府県に設置） 
 ・大学院レベルで大学と教育委員会との連携強化 

 

 
       中央教育審議会「教員の資質能力向上特別部会」審議のまとめ（2012/8/28) 
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・４年制養成課程 

  学校実習（32週） 
 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

PGCE  (IOE  Univ of London)との交流の模様 

諸外国では（イギリスの場合） 

・教職専門課程（1年制コース） 
    PGCE(Postgraduate certificate in Education)  

    学校実習（18週～24週） 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

または 

提携校のプレート 
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学校実習の問題点（従来の方法） 

学校実習とは 

    4月‐7月     9月‐10月    10月‐12月     12月‐2月 

 

 

 

 指導・評価    

     大学側           実習校側（大学）                  大学側 

 

 
実習期間の課題： 
  ・学生自身の内省とゼミ生同士のコミュニケーション 

  ・実習時に活用する教材の蓄積、改善、共有 

  ・大学教員の訪問指導 

 

 

 

  

事前 

指導 実習Ⅰ 実習Ⅱ 
事後 

指導 
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クラウド型ポートフォリオの導入の経緯 

◎Waseda-net courseN@vi (早稲田大学のLMS)・・・・・通常利用システム 

  ・授業管理（教材の提供、小テスト、アンケート、成績処理など）と入学時から   

  の学生のポートフォリオとしての活用も可能 

   

  ・学校実習に活用するには不便 

  （レスポンスの悪さ、インターフェースの複雑さ、スマートフォンへの対応など） 

 

◎manaba folioの選択 

  ・国際交流での使用実績あり 

    Britishcouncilのプロジェクト（日本、台湾、英国）や日本、韓国の高校生の交流 

     （高等学院、慶応女子、麻布、鴎友、渋谷教育学園） 
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国際交流の取り組みについて 

Britishcouncilのプロジェクト（CCEA） 

日本 

韓国 

台湾 

英国 

各生徒が興味のある事柄について、自由に書き込み 

⇒国境を越えたコミュニケーションの場として 

   manaba folioを活用 

 



従来のLMS／CMSとの比較 

 Waseda-net courseN@vi (早稲田大学のLMS) 
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従来のLMS／CMSとの比較 

 Waseda-net courseN@vi (早稲田大学のLMS) 

  

 

 

 

 

 

 

 



manaba folio の機能（コース管理）…教員サイド 

  

 

 

 

 

 

 

 

科目管理 

・学校臨床実習（11名） 
・論文演習（4名） 
・コンテンツ作成（10名） 
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manaba folio の機能（ポートフォリオ）・・・教員個人 

  

 

 

 

 

 

 

各授業の計画 

ならびに 

私の行動予定 
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manaba folio (ポートフォリオ機能）・・・学生サイド 

  

 

 

 

 

 

 

 

事前指導： 
 

・各種提出文書（実習計画書など）の 

 添削指導 

・模擬授業に関するやりとり 
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manaba folio (ポートフォリオ機能）・・・学生サイド 

  

 

 

 

 

 

 

実習中指導： 
 

・実習校訪問の記録と報告 

・実習中の相談など 
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manaba folio (マイコニュニティ）・・・学生サイド 

  

 

 

 

 

 

 

学生交流の場 

 

・おすすめのお店 

・卒業生の部屋 

・実習中の愚痴コーナー 

・音楽について語る部屋 

・研究集会 



クラウド型ポートフォリオの可能性と課題 

システム設計上のよさ 

 ・インターフェースの設計 

 ・スマートフォン対応 

 ・レスポンス 

 ・編集しやすく、管理しやすい 

 

 

改善点（要望） 
 ・登録機能の簡便化 

 ・各種集計機能の追加（成績処理、アンケート機能など） 
 ・facebookとの比較 
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クラウド型ポートフォリオの可能性と課題 

取り組みを通して 

 ・ポートフォリオの活用（指導と評価の改善） 
 ・教員、学生のコミュニケーションの活発化（個別指導） 
 ・学生同士の情報の共有（協働学習の推進） 
 

今後の課題 

 ・学生の使用頻度の差 

 ・実習中の指導と評価の円滑化 

 ・教材コンテンツ作成に活用 

 

これからの可能性 

 ・ティーティングポートフォリオとしての活用（FDへの活用） 
 ・卒業生（教員）との交流 

 ・中学や高等学校への導入の可能性 
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